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失敗事例のタイトル  
非水溶液中の応力腐食割れ 

一次原因（材料要素）  
応力腐食割れ	
 SCC 

機種  
管 

部品  
管 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
SUS304L 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
  温度 60～ 70℃, pH約７の有機溶媒中で使用４年経過後に割れを発生した。環境中には Cl －は存在していな
い。 

調査内容とその結果  
	
 SUS304L ステンレス鋼管に発生した割れは、孔食を起点とした分枝状の貫粒型の形態を示す典型的な SCC
である(付図)。同じ系列の別の場所でも、温度は 190℃と高いが、約８箇月で孔食と SCCを発生している。 

損傷発生のシナリオ  
	
 Cl －を含まない pH7 の有機溶媒中で使用の SUS304Lステンレス鋼管が、温度条件 60～ 70℃ の個所では
４年経過の時点で、また、温度条件 190℃ の個所では８箇月の時点で割れを発生した。その形態からともに孔
食底から発生した SCCと結論された。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 全く Cl －を含まない系で、ステンレス鋼に孔食、SCC が何故発生するのか、納得がいかず、理解に苦しむ事
例である。メカニズムがよくわからない上に、ハロゲンイオンが加わると、環境面からの防食対策は決めよう

がない。 

教訓  
  Cl －が存在しない系ではステンレス鋼に SCCは起こらない、という既成概念では理解できない SCC がある。 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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